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思いを翻訳するように描きつつ

子供の頃から印刷物が好きでした。
家が喫茶店を営んでいて文芸雑誌や
新聞がたくさんあったし、自分や妹の
少年・少女雑誌もあって、いつもそれ
を見ていたんです。いちばん好きだっ
たのは新聞の連載小説の挿絵、なか
でも木村荘八の『花の生涯』（作：舟橋
聖一）が特に気に入っていました。油
彩の作品も展覧会で拝見しましたが、
やはり僕には挿絵のほうが魅力的に
思えました。

そこが現在の起点になった?

そうですね。漠然とですが、印刷で絵
が復元されることが面白いと感じてい
て、それで今の仕事を選ぶことになっ
たのだと思います。
　仕事を始めたのは1950年代の後半
です。まだ日本ではイラストレーション
という言葉がなかった頃で、僕が目指
したのは河野鷹志さんや山名文夫さ
んのようにイラストレーター的要素が
強いデザイナーでした。
　というのも、僕は人から頂いたテー
マを、どう自分流に描くかが面白かっ
たからです。画家のように自分のテー
マで描くより、お題が決められているな
かで落語を一席つくるような、ビジュア
ル翻訳業という感じが好きでした。

　それは今でも同じです。ですから今
回も話を伺って、すぐに「面白そうだな」
と思ったんです。

「PASSION」から『あのこ』へ

「PASSION」と聞いて最初に浮かん
だのは、ちょっと古典的なアメリカ映画
『The Pride and the Passion（邦題：

誇りと情熱）』でした。それで「PASSION

（情熱）」を恋愛の心理の一つのような
ものとして捉え、そのイメージで作品を
つくることにしました。
　ではどうやってつくろうかと考えてい
た時のことです。偶然にも長いこと預
けっぱなしになっていた、60年代に描
いた絵本を元にした展覧会の作品が
戻ってきたのです。

その絵本とは?　

今江祥智さんの『あのこ』という作品
です。戦争中に都会の女の子が疎開
先にやって来るお話で、「わたし、馬と
話ができるのよ」というセリフで幕開け
します。
　ただ実際に疎開を体験した僕は、あ
まりリアルに描きたくなくて、当時の仏
映画のヌーヴェルバーグのように、リア
リズムとはちょっと離れた描き方をし
たんです。

それが今回の原画に?

そうです。少年と少女と馬がモチーフ
の絵が3枚と、TV取材に応じて絵に極
薄の和紙を掛けて重ね描きした、もう
1枚の少女の絵との、合計4枚を原画
としました。
　モチーフが重層的に重なっていて、
しかも描いた時期も異なる。この「時
間のずれ」のようなものを印刷でやっ
てみたらどうなるかなと思いついたの
が出発点になりました。

重層的な要素を印刷で?

この5枚の作品は、少年や少女が馬の
前脚や後脚になっていたり、2枚の絵
が一頭の馬のようにつながっていたり
というアイデアが潜んでいます。重ね
書きした絵が独立したり、重なり合った
ものもあります。僕が手で描いたもの
とアンティークのバラをコラージュした
ところもあります。印刷なら、いろいろ
な時間や要素をひとつにできるのでは
ないかと思ったんです。

閉じ込められた時とロマン

印刷物は、たくさんの時間が折り重なっ
てできていきます。一枚の絵でも4版
で刷れば4つの時間がかかわることに
なるからです。写真のようにその瞬間
を一発で切り取るわけではないし、直
接描くのとは違う面白さがあります。言
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木炭で描かれたドローイングと写真
を、オフセット印刷とスクリーン印刷、高
演色のプロセスインキと特色、用紙特
性と表現手法を掛け合わせることによ
り、より豊かで厚みのある表現世界を
目指した。

作品1

透き通る紙に表裏印刷を施し、透明感
を際立たせる印刷に挑戦。背景の空と
雲と馬を、細やかな調子を拾いながら
裏面から刷り、表側には少女のラインと
肌感を濃茶と白で補填。それにより背
景とイラストレーションを一体化させ、
少女の存在感を浮かび上がらせた。

作品2

ダイナミックに変化する色調と湧き溢れ
るような光、雲の繊細な表現を、パール
のようにきらめく用紙で増幅。浮世絵の
ように折り重なる色彩の変化を、色ごと

うなれば大河小説のような魅力かな。
　しかも今回は絵画の複製が目的で
はなく、印刷的な魅力に置き換えると
いう試みです。PDも一緒に作品づくり
に取り組んでくれるので。これはいろ
いろな展開も生まれそうだと、期待が
ふくらみました。

原画は木炭画ですね。

木炭やコンテは、最初から完成を考え
ていない自由さのある素材です。ペン
は手にした途端にどう展開するかが決
まってしまいますが、木炭はちょっと指
でこすれば消えてしまって修正が効く
し、漠然と描いていく事ができます。そ
の試行錯誤できる素材が、自分の考え
の痕跡を残していけるし、印刷でいろ
いろなものを取り込んでいこうという
今回の試みにはぴったりでした。

具体的にはどのようなことが?

たとえば、背景に写真を使おうという
のは凸版印刷の方々の提案でした。
フォトグラファーの斎藤さんがつくって
くれた映像をもとに、「この色にこんな
風に変化をつけたい」「ここは光ってい
るような感じで」と相談しながら詰め
ていきました。さらにPDの小林さんや
尾河さんから、5枚それぞれにイメージ
に合う紙を提案されました。しかも、聞
くと通常なら基本の4色をフォローす
る立場にある特色を思い切り主役に
使った版構成を考えているというので
す。これは面白いことになってきた、と

ワクワクしました。
　ですからこの作品は、最後にどこに
行くのかを決めずに、何人もが意見を
出し合いながら仕上げていったものな
のです。一緒に考えてくれた人たちそ
れぞれのロマンが背景にあるのです。

まさにコラボレーションですね。

こういうやり方は僕の性格に合ってい
るようです。演劇が好きなのもそのせ
いでしょう。あらかじめ様式やイメージ
を決めてかかるのではなく、演出家や
役者の意見も含めながらいろいろ展
開していく、その曖昧なまま進行する時
間がとても好きなんです。

プロセスに魅せられて

そういう展開が生まれるのは、僕があ
る程度具象的なイメージを描くタイプ
だからなのでしょう。作品は共鳴しても
らえた時に、そこに物理的な変容とは
少々異なる、文学的な変容が生じるの
だと思います。
　ただ、それはちょっとわかりにくいか
もしれません。映画で言えば本筋では
ない、撮影の背景に潜む面白さのよう
なものだからです。黒澤明が助監督
だった時、雪の中を走ってきた感じを
出そうと、高峰秀子の睫毛と眉に蝋燭
の蝋を溶かしてつけたとか、雪に足跡
を残さないように、常にカメラのフレー
ムの外を遠回りしていたとか、そういう
エピソードのように。

目には見えない奥がある?

例えばバスター・キートンが女性へ愛
を告白できずに1年も経ってしまった男
を表現するのに、抱いている犬や周り
の景色だけを変化させながら同じ窓辺
に同じポーズで立たせて撮影している
のを見て、「カメラを知っている監督は
すごい、面白い」と感動するような面白
さです。
　見る人によってはバカバカしいと思
うかもしれませんが、きっと僕らはそう
いうところに感激する人種なのでしょ
う。シルクスクリーンの白なら1回刷れ
ば済むかもしれないのに、オフセット
印刷で3回重ね刷りをして微妙な調子
にこだわるとか。それを自由に、しかも
贅沢にやらせてもらえて、本当に面白
かったし、楽しかったです。

最後に来場者に一言お願いします。

正直なところ、今回の作品の面白さが
すべての方にぱっと伝わるかどうかは
わかりません。ある意味、特殊な事をや
りたい人たちが集まって展開していっ
た作品ですから。
　ただ、今回の展覧会で「宇野亞喜良
は印刷が好きなんだな」と知っていた
だけたら嬉しいです。僕は、僕の絵で
何かやりたいと思わせるような、アク
チュアルな存在でいたいので。

に特色2版を掛け合わせて再現してい
る。スクリーン印刷でラメを配し、用紙の
輝きとさりげなく相乗させた。

作品3

鮮やかで繊細な背景の色調を生かす、
美しいグラデーションの表現に挑戦。
再現性に秀でたコート紙に高演色の
CMYKで豊かな調子を現出させ、さら
にグリーンを重ねて鮮やかさと深みと
透明感を共存させた。さらにスクリー
ン印刷で3色のラメをグラデーション
調に掛け合わせ重層する2人の少女
像を表現した。

作品4

蒸着紙に裏方的な役割を担わせつつ、
ホワイト3版と濃淡2色の青の調子版
を刷り重ねることで、メタリックな光沢
とマットな質感が絡み合う複雑な質感
を表現。スクリーン印刷で実現させた
マットでボリューム感のあるラインと、
作為的なずらし効果による動的な表現
もポイント。

作品5

雲海に浮遊する少女の幻想的な世界
を、マットなパステル調で表現した。背
景は、オフセット印刷で白インキを混入し
たプロセス4色により、煙るような色調に
演出。少女のラインは版上でインキを混
色させるグラデーション技法で仕上げ、
花の一部にはステレオ箔で立体的かつ
象徴的な加飾を施し、柔らかなトーンの
なかに華やかなインパクトを添えた。

Point of Trial
トライアルのポイント
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1 作品1
 印刷方式［色数］ 表 H-UVオフセット印刷［2］
  裏 H-UVオフセット印刷［5］
 スクリーン AM175線
 用紙 NTパイル パールホワイト 135Kg

2 作品2
 印刷方式［色数］ オフセット印刷［7］＋シルクスクリーン印刷［2］
 スクリーン AM175線、80メッシュ
 用紙 New特レーブル輝き ゴールド 110Kg

3 作品3
 印刷方式［色数］ H-UVオフセット印刷［7］＋シルクスクリーン印刷［3］
 スクリーン AM175線、80メッシュ
 用紙 ハイマッキンレー アート 135Kg

4 作品4
 印刷方式［色数］ H-UVオフセット印刷［8］＋シルクスクリーン印刷［1］
 スクリーン AM 175線、150メッシュ
 用紙 オフメタルN銀 165Kg

1

5 作品5
 印刷方式［色数］ H-UVオフセット印刷［4］＋シルクスクリーン印刷［2］
  ＋箔押し
 スクリーン AM 175線、280メッシュ
 用紙 ミセスB-F スーパーホワイト 135Kg

2

4

3
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